
 

 

平成 29 年５月 12 日 
各   位 
  

会 社 名 株 式 会 社 デ サ ン ト 

代 表 者 名 代表取締役社長     石 本 雅 敏 

（ コード番号：８１１４  東証第一部 ） 

問 合 せ 先 取締役常務執行役員  辻 本 謙 一 

（ ＴＥＬ：０６－６７７４－０３６５ ） 

 
 

剰余金の配当（記念配当）に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成 29 年５月 12 日開催の取締役会において、下記のとおり平成 29 年３月 31 日を基準日とする剰 

余金の配当を行うことを決議しましたので、お知らせいたします。 
 
 

記 
 
 

１. 配当の内容 

 
 

決定額 
 

直近の配当予想 
（平成 28 年５月 10 日公表） 

前期実績 
（平成 28 年３月期） 

基準日 平成 29 年３月 31 日 同左 平成 28 年３月 31 日 

１株当たり配当金 

 
23 円 00 銭 

（普通配当 17.00） 
（記念配当 6.00） 

 

17 円 00 銭 17 円 00 銭 

配当金総額 1,732 百万円 ― 1,280 百万円 

効力発生日 平成 29 年６月 23 日 ― 平成 28 年６月 24 日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 
 

２．理由 

当社は、平成 29 年 3 月期に第 60 期を迎えることができました。これもひとえに、株主の皆さまをはじめ、関

係各位のご支援の賜物と心より深く御礼申し上げます。 

つきましては、株主の皆さまへの感謝の意を表すため、平成 29 年３月期の期末配当において、1 株当たり 

6 円の記念配当を実施することといたしました。 

これにより、平成 29 年３月期の１株当たりの期末配当金は、普通配当 17 円に第 60期記念配当 6 円を加え

た 23 円となります。 

なお、本件につきましては、本年６月開催の定時株主総会に付議する予定であります。 

今後は、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対

しては安定配当を目指しつつ、業績と配当性向を勘案して、適正な利益還元を行う方針です。 
 

以 上 


